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再
月
発
憲
一
一
日
滋
叫

醐
略
表

卒
事
代

行毎

車通 手 l
‘乎

赤洗て赤
痢えも痢
E喜ば石菌告
をまけが栂
巡すなん手
ぶ大でに
総丈きつ 3
7"，夫れい食
ふでいて物
やす1C 0

て爆今
下左互主 食
さりの 物
いを苦手りつかで、とさ
。織頻j またらロ赤と 7正
行予ずも桟か痢でい
し防。の意ら菌室ナと
食の ど旨し入は・と
物た 召てる食
にめ 上主主も物 i! 
主主主F る ρ民主のに 治
意 ilt t亡ででつ ず
しも 際作ずい る

主主俸 は れた
意染克 いベ '片芋「
病松を松なる一‘団主
妨原殺原手ま i懸11嬬
げ小 L !J 、 ぇ i唱:1 i ず
ばて か店主主11ゴア

防五明三 た i標11時
け守る ら I~I !E 

る内い杉 や清t:l
ナ匠i 茶山 ぁ一了
とのえら工
し主管筒い えソ
のーニ子 宮

。。

援護食
を前

野手
まを
L 設の
よ νミ

うま
し
よ

っくちましょ

一
一
グ
月
の
開
拓
一
一
一
人
も
死
亡
し
ま

し
た
。

予
防
衛
生
が
向
上
し
た
主
め
簿
染

病
は
毎
年
減
っ
て
ゐ
り
ま
す
が
、

モ
の
中
で
赤
務
だ
け
は
昭
和
二
一
二

年
を
最
低
と
し
て
毎
年
ふ
え
る
一

方
で
す
。
卒
塚
の
赤
病
患
者
は

…0
人
の
患
者
が
山
内

て
あ
り
と
の
品
川
で
す
と
梅
雨
明
け

か
ら
縫
支
に
か
け
て
政
恐
ら
く
-
一

0
0
人
以
上
の
患
者
が
出
る
の
で

は
た
い
か
ξ

怠
わ
れ
ま
す
。
少
し

で
も
下
痢
し
た
ら
赤
痢
じ
かtふ
っ

た
と
思
っ
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

軽
い
下
痢
在
感
っ
て
い
tる
う
ち
に

一
家
揃
っ
て
入
院
し
た
相
聞
は
沢
山

あ
り
童
ナ
。
今
年
は
特
H
L家
放
の

感
染
が
多
く
患
者
の
山
山
た
家
族
の

検
崩
慌
を
し
て
見
る
と
二
人
や
一
一
一
人

は
必
宇
保
菌
者
が
お
句
ま
ず
@
と

の
惨
染
力
の
強
h
r赤
郊
に
対
し
残

念
た
と
と
に
ま
だ
予
紡
注
射
が
あ

め
ま
せ
ん
か
ら
私
た
ち
は
凶
六
時

中
赤
痢
菌
に
狙
は
れ
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
日
常
ち
ょ
っ
と
ー
だ
注

意
を
繰
返
す
光
け
で
予
防
す
る
と

と
が
出
来
ま
ず
。
一
恭
危
険
な
も

室長

七月五円より1i η 関関獲された七夕~つ b 風景

ル
タ
ワ
ン
と

夏
体
み

海
に
山
ι
楽
し
い
夏
休
み
が
近
づ

き
ま
し
た
。
発
育
縫
h

り
の
子
供
さ

ん
の
身
心
配
曾
た
え
る
匹
は
最
良
一
件
、
と
い

a
A
ま
す
c

結
核
に
う
つ
一
そ
の
入
の
結
核
に
対
す
る
窪
田
命
が
一
不
幸
に
し
て
病
気
が
出
た
ら
早
い
一

の
時
で
す
が
も
あ
訟
た
の
子
供
さ
一
っ
た
人
は
路
牲
に
な
り
、
叉

R
P
.
c一
き
ま
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
と
の
こ
内
に
治
療
す
る
と
と
が
大
切
で
す
一

ん
に
結
核
が
う
つ
っ
て
い
る
か
E

一G
な
注
射
し
て
結
核
の
箔
疫
そ
も
一
年
閣
の
注
意
と
し
て
大
切
な
と
正
一
平
塚
市
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
一

う
か
御
存
知
で
す
か
。
給
殺
が
う
一
っ
た
人
も
陽
性
に
だ
て
き
ま
す
一
は
過
努
を
さ
け
瞥
出
来
る
だ
け
栄
一
等
学
校
生
徒
一

o
、
一
一
一
四
一
一
一
人
主
一

れ
れ
れ
れ
れ
競
技

2
N一
@
陽
一
時
特
捜
一
誌
の
注
射
が
一
時
ぺ
仔
バ

F
M
1財
団
一
〉
ぶ
官
時
軒
詩
性
的
一

入
は
ツ
ペ
ル
ク
リ

Y

注
射
を
し
た
寸
大
初
、
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射
が
陰
一
等
は
さ
げ
叉
病
気
が
は
じ
ま
高
島
…
り
ま
す

e

一

場
所
が
赤
〈
な
り
'
度
経
一O
E

一
性
で
あ
っ
た
人
が
は
じ
め
て
陽
性
一
そ
れ
が
あ
り
ま
す
か
ら
を
三
ヶ
月
一
結
綾
は
自
分
で
祭
が
つ
く
一
演
は
か
一

世
以
上
を
陽
性
也
図
、
ミ
リ
以
下E

一
じ
な
っ
た
時
こ
れ
を
陽
転
・
と
い

L

一
じ
一
度
位
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
一
た
め
謹
ん
で
い
ま
す
。
お
互
に
設
一

陰
性
事
そ
の
中
間
り
も
の
を
疑
防
一
ま
す
が
、ζ
れ
か
ら
の
一
年
罰
で
一
ふ
く
め
た
健
康
診
談
を
う
け
も
一
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
一

f! 

と見疫一心とたは
にえ病人せ ベえ

:!E も:JË 1.主 lE も/港よ詩き ず謀長役絵
7k 0) 7K い 7Kお\はぎこ l県
小が小 が小ぬ4が小え小ね小ろ小
すば摺T気一ぴし

六 主主主王 い五 iてを1llZ];闘 え三て六
E喜骨付のはた

伎の石ん残け宮お高ぜ江の高
藤 I:f~ は罪事 て宮古そ橋 き }II 七山
久い笑ず美赤Itろ，り いの
美か美 〈。年痢;fI] L lE 0) 紀食り
T- い殺 そ予 も子さ義 も子喜王子

l ゃっ片注一気虫穏な
þ れた手意思 とま

春で江 1 才T 江予 IC~再せ袋と祭 れ崇水
臼泣惨 と陽防も長よ普ろ養 ば普な
野〈中 うヰ，0)つ中古超小し小 町小ま

よ は心たにて はも
こり三 え三路}生五千三 きこの
予はた水入れた

音防森 赤井 年八 0) 店主助内 い高ベ
野の協 痢上 き主主ぴ け藤 で橋ま
笑 。〉 ラ力tc.ろ みせ

霊長銀主主 ブ泰 と主主Jl\裏 書己 主主主E ん
子彦ロ夫も子一行元男

三 よtニー一-

言決E重~ 111氏務行の頁TJ.旨及先ートド委市て二十会主義援今十れ市
丹三定常各続がーわ鰍改び中日市民議研十八崎の月三が長

E 主主任額きさ当氏れが IE特平 協会会事主三白書室。〉交が民対よ
認) ~見委主き言語主主 た承続す~IJ塚市議後常喜果日 告筆啓議申 策り
"員長長 綴総5忠句、る委市議し例任騒の絡もに選期合会tL終
害閉会会の 主義泉さて俊民議会たの委t亡を務つ問にせ員つ過
霊会íE委指長、れ lEt日j会会 一員主主員委い霊童æ，じ協い報
室 L.ilïú 長名 K喜重た富せを俊常 務会つ協員て忘るよ言語て告
手た委立宣教大長後議原伊j任 改及Tこ言語会協そのる会協が

モ室事長び務木K.~霊長案の~ 1五びも会 議ので亘 書語あ
Z 長ICIC 修話室長曇静i盛一良 に特2f1C L偽証oÎlÏIJ しり
Z の各よ "1"藤ii電機草書官会 つZIJ塚於 tc.議甚日喜重 たと

翻
定
資
再
開
時
間
の
課
税
対
照
と
た

る
閉
山
定
資
産
は
法
律
ゃ
僚
例
の
緩

め
に
終
っ
て
毎
年
中
市
の
同
定
資
産

評
僚
長
が
詳
僕
し
、
そ
の
結
果
に

基
い
て
市
長
が
そ
の
居
間
絡
を
決
定

し
ま
す
。

本
年
は
九
月
米
自
迄
に
決
定
さ

れ
十
月
一
白
か
ら
二
十
日
ま
で
の

閥
、
一
般
の
縦
覧
に
供
さ
れ
ま
す

と
の
決
定
債
格
k
r
r開
聞
や
異
議

の
あ
る
方
は
十
月
三
十
日
ま
で
の

間
に
卒
塚
市
間
定
資
援
割
引
僕
容
す
党

委
員
会
に
対
し
て
審
査
議
求
を
す

る
と
と
が
出
来
ま
す
@

本
年
度
の
家
屋
の
評
償
額
E

積

算
す
る
た
め
の
堀
判
官
賞
峰
七
月
、
八

開
均
一
語
か
ら
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い
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施
行
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な
め
ツ
ま
じ
に

役
印
刷
を
鵡
俊
一
見
し
た
時
以

必
令
〈
十
四
日
以
内
に
〉

市
役
所
戸
籍
係
へ
お
届
り

下
さ
い

F事

籍

係
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と
止
が
で
き
な
く
な
り
'
、

の
日
本
に
習
と
っ
て
、
且
取
d

か
つ
薫
要
な
‘
法
秩
序
h

主
的
手
和
問
出
家
主
建
設
'

ず
る
選
制
唱
を
遼
成
す
る
と
ξ

難
'
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
@

裁
判
所
が
十
分
K
そ
の
役
回

講
和
独
立
前
後
か
ら
念
K

激
化
し
一
は
、
す
先
め

K
は
も
閉
閤
民
が
裁
判

た
最
近
の
法
廷
斗
容
は
、
被
告
の
一
で
き
や
、
仕
事
と
そ
の
果
す
役
割
に
つ

輩
守
護
一
、
空
史
芝
対
す
る
一
で
き
な
く
な
る
』

O

れ
一
則
一
弘
一
純
…
札

γ峨
一
判
決
椛

暴
行
、
法
一
廷
混
乱
友
ど
裁
判
所
の
一
る
の
で
あ
り
ま
す
一
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し

威
信
を
失
墜
告
せ
、
法
廷
を
暴
力
一
間
出
回
目
の
数
本
的
な

z

の
一
判
所
が
十
分
に
モ
の
役
鼠
を

時
役
引
け
れ
竹
内
向
日
一
路
十
州
諸
制
川
崎
内

1
H
H
一
山
総
m
m舘
獄
事
的
し

で
あ
り
ま
す
修
一
に
民
本
一
岡
田
誌
の
柱
行
で
あ
め
ま
す
一
九
ド
ー
の
と
念
願
す
る
の
で

b
h
り

そ
の
容
し
h
v例
法
、
静
岡
地
右
裁
一
然
る
に
一
部
の
者
の
暴
力
に
よ
コ
一
す

e

制
判
所
や
津
地
方
裁
判
所
同
等
い
て
一
℃
法
廷
の
秩
序
が
維
持
さ
れ
て
一
試
に
帥
紅
料
開
問
一
一
一
概
蹴
磯
崎

傍
幾
人
や
被
告
人
等
が
多
衆
を
た
一
公
卒
訟
裁
判
を
す
る
と
と
が
妨
げ
一
て
の
歩
み
を
始
め
た
現
在
の
わ

の
ん
で
裁
判
所
綴
員
む
鱗
止
に
徒
一
ら
れ
る
よ
う
な
'
と
と
じ
な
れ
ば
，
一
閣
に
止
っ
て
、
特
広
大
切
な
事

わ
怠
い
の
み
か
B

会
相
対
し
て
一
震
の
自
由
主
権
利
主
擁
護
す
る
一
の
で
計
む
配
制
判
所
事
務
自

暴
力
主
総
免
裁
判
所
の
慾
が
一
ス
一

日
刊
誌
荷
札
口
問
問
お
一
遺
族
年
金
及
帯
離
金
の

問
問
時
計
一
一
枯
れ
怠
疑
者
奪
一
請
求
に
つ
い
て

と
の
ど
う
訟
と
と
段
、
句
い
か
な
る
一
昭
和
二
十
七
年
臨
時
口
一
一
一
十
ヨ
隣
法
一

h
Z
よ
っ
て
受
付
い
た
し
て
お

勢
力
か
広
古
独
立
し
寸
鍛
疋
公
卒
一
律
第
一
二
七
号
に
よ
り
「
殺
傷
病
一
ま
す
の
で
締
遺
族
の
皆
様
に
は

た
裁
創
刊
を
ず
る
場
所
で
あ
る
法
廷
一
者
遺
家
族
等
援
護
法
」
が
公
布
さ
一
知
書
留
を
御
受
け
に
な
り
ま
し
た

一
れ
四
月
一
日
よ
り
適
用
さ
れ
る
こ
一
遜
知
書
援
に
郎
容
早
期
押
持
参
の
上

。
威
信
を
容
す
る
ば
か
一
り
で
季
、
一
と
に
た
り
ま
し
売
。
一
定
の
円
日
時
、
場
所
で
御
務
求
い

カ
を
以
っ
て
裁
判
所
め
発
会
政
機
一
就
き
ま
し
て
は
当
卒
塚
市
に
於
て
一
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
曲
臨
む
発
燦
在
職
衰
の
遂
行

b
L
J
妨
饗
一
捻
、
伊
生
輔
闘
を
主
韓
国
と

L

て
授
議
一
向
、
氏
の
法
律
に
依
る
援
護

一
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
で
も
と
の
一
勝
一
向
諮
問
桝
一
離
は
料
理
祐
一
詩
…
一
位
一
後
一
器
開
錦
繍
鵡

m
q
k

う
な
と
み
』
が
行
わ
れ
る
よ
う
で
一
の
露
草
事
務
憎
抽
選
上
司
鵬
相
次
傍
遜
一
て
厚
生
医
療
の
給
付

器
腕M
M
3都
豊
一
位
け
♂
一
誌
は
一
一
唯
一
罰
一
一
4
際
競
技
謀
議
路
建

医
療
の
給
付
、
補
装
兵
の
支
了
て
お
り
ま
す
の
で
鈎
遜
知
一
一
六
、
夫
十
八
才
以
上
む
一
て
不
具
嬢
疾
で
あ
る
と
と
を
認
め
る
医
師
削
叉

給
、
国
立
保
養
所
え
の
牧
容
一
が
も
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
一
一
子
又
は
配
偶
者
を
有
一
一
科
医
師
酬
の
診
衝
を
現
住
所
、
市
区
町
村
、

等
は
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